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　実臨床で性感染症を診療する頻度は高い一方で，診療方法，検査の解釈，治療の方法，治療効果
判定の実際は「曖昧」であることが少なくない．性感染症に罹患した患者は性感染症の専門医への
受診よりもむしろ，プライマリケア・実地医家を受診することが多く，内科医が広くマネジメント
する必要がある疾患群である．また性感染症に罹患した患者は，最初に受けた説明を強く信じる傾
向にあり，初診時の医師が適切な知識のもとで診療を進め，結果や治療と治癒までの期間などの説
明を行うことが必須である．また，他者に相談しにくい疾患群であるからか患者は時に間違った強
い思い込みにはまり，ドクターショッピングを繰り返し，過剰な検査や治療を要求することもある．
軽微な体調変化や分泌物に対して検査を実施し，軽微な陽性結果が加わるとその思い込みは確信に
変化する．近年，SNSやアプリの急速な普及もあり，性行動の拡大や不特定多数との匿名での性行
為が広がっている現状もある．
　本特集では，鼎談で近年の性感染症の特徴，以前と変化してきたこと，SNSやアプリによる匿名
での性行為のリスク，患者の多様化，貧困との関連などについて，オーバービューを行った．Chap-
ter 1では「変化する性感染症」と題して，SNSの影響，男性同性間性的接触者（MSM）や若年者，
commercial sex workerの性感染症診療についてまとめた．Chapter 2「性感染症各論」では，日常的
に診療の機会が多いクラミジアや梅毒，性器ヘルペスなどに触れ，加えて近年，検査の発達により
診断例が増加しているマイコプラズマやウレアプラズマ，特殊な事例として妊娠梅毒や先天梅毒な
ども解説されている．HPV感染症は性感染症の側面と悪性疾患の原因という側面の両面を特徴と
しており内科医としても認識すべき要点が多い．近年，性感染症に対するワクチンや抗菌薬の予防
投与に関する知見が多く報告されており，本邦でも自費診療で実施する医療機関が増加し，それに
伴い患者からの問い合わせも少なくない．保険診療では実施できないことが多いが，この点も
Chapter 3「予防」にて知識の整理を行った．ポストコロナになり，日本人の海外渡航や訪日外国人
の増加が顕著である．渡航と性活動は密接に関連しており，英国や米国など諸外国で問題となって
いる性感染症についての情報も Chapter 4「日本国外における性感染症」にて解説されている．
　性感染症は，リスクのある性行動を避けることが強調されるが，性行動の変化をもたらすことは
きわめて難しい．そして近年，匿名での性交渉の増加によりそのリスク場面は増加していると考え
られる．われわれ内科医・実地医家はこの問題にどう対峙して診療マネジメントをすべきか．明確
な回答にはならないかもしれないが，本誌がその一助となることを期待して．
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